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　種々の原因による胆道の狭窄に対する保存的治療と

してmetalic　stentによる胆道内痩弓術が普及しつつ

ある．最近我々は形状記憶合金製の新しいmetaric

stentを用いる内含門下を経験した．第1例は75歳の男

性で5年前に進行胆嚢癌に対してpig　tail　tubeを用い

て手術的に総胆管の内子化を行った．経過良好であっ

たが腫瘍の発育により胆道系の狭窄が強くなるととも

にtubeが閉塞し，1994年2月2日内痩化術を施行し

た．第2例は47歳女性，7年前に肝内結石に対して胆

管空腸吻合術を施行されていたが，吻合部近傍に胆管

癌が発生し閉塞性黄疸が出現．2月17日に内廷弓術施

行．2例ともPTCSによりguide　wireを誘導したこ

とが有効であったので手技を中心に報告する．

　35．当院における膵癌切除症例の検討

　　　　（聖隷浜松病院外科）　　　　　阿部展次

　1976年11月から1992年9月までに当科で経験した膵

癌切除症例29例について検討を行った．平均生存駅手

は20カ月であり，Kaplan－Meier法による5年生存率

は24％であり，最長生存例は16年6カ月であった．1

年以内再発例は，stage　III　42％，　stage　IV　58％で，

癌性腹膜炎と肝転移が各々42％と高率であった．1年

以上生存例は，stage　I，　IIが多く，組織学的因子では

s。，Vl＞rp⑪，　ew（一），高分化腺癌が多かった．今回の

検討により，膵癌の長期生存を得るには，術式よりは，

upstagingのための早期診断，早期治療が必要と思わ

れた．

　36．膵臓外科における血管再建について

　　　　（大分市アルメイダ病院外科）　白鳥敏夫

　膵癌の切除率は未だに低く，その治療成績を一層不

良のものとしている．切除率の向上のためには，門脈

をはじめとする血管の切除再建が必要となり，外科医

はその努力を怠るべきではない．我々の施設では，1985

年5月以降膵癌切除例の過半数に血管の合併切除再建

が行われている．これらの経験をもとに，主として門

脈の再建法について，その手技を具体的に示す．また

上神町膜動静脈同時切除再建を行った鉤状突起発生膵

癌の症例を呈示する．

　37．腹腔内デスモイドの1例

　　　　（中山記念胃腸科病院）　　　　勝田和信

　デスモイド腫瘍は，主として筋または筋膜より発生

し，腹壁および腹壁外の報告は比較的多いが，腹腔内

の報告例は稀である．今回我々は，横行結腸間膜より

発生した腹腔内デスモイドの1例を経験したので，若

干の文献的考察を加えて報告する．

　症例は，53歳女性で，上腹部痛を主訴に来院した．

注腸造影で横行結腸に壁外性の圧排像を認め，超音波

検査．CTでは横行結腸，尾側膵および脾に接し約5cm

の腫瘍を認めた．腫瘍の肥厚した壁の内腔に液状成分

が存在し，造影CTでは腫瘍は強く濃染されたが，血

管造影ではhypovascularであった．悪性腫瘍を否定

できず，左半結腸切除および尾側四四合併切除術を施

行した．病理診断は，腹腔内線維腫症（デスモイド）

であった．

　38．腹部腫瘤を呈した巨大水腎症の1例

　　　　（横浜新緑病院）　　　　　　　小川真平

　今回我々は，腹部膨満感を主訴に来院した巨大水腎

症を経験したので報告する．症例は，64歳の男性．腹

部全体に亘る巨大な弾性軟の腹部腫瘤を認めた．US，

CTでは隔壁を有する巨大なcystic　tumorであった．

DIPでは左腎は造影されず，また尿管結石を思わせる

石灰化陰影を認めた．尿管結石による巨大水腎症と診

断し左腎摘出術を施行した．摘出した標本は重量4．5

kg，32×25×11cmの内部に隔壁を有する水腫で，拡張

した尿管の先端に1×0，5×0，5cm嵌頓結石を認め

た．腎孟内には約4，000mlの尿貯留を認めた．肉眼的に

は正常な腎実質は認められなかった．腎孟内容量が

1，000mlを越える水腎症は巨大水腎症と定義され，比

較的稀であり若干の文献的考察を加えてここに報告す

る．

　39．虫垂粘液嚢腫の1治療例

　　　　（豊岡第一病院）　　　　　　　中西明子

　症例は82歳女性．主訴は右下腹部痛．初診時に右下

腹部に著明な圧痛を伴う弾性軟の腫瘤を触知．血液検

査では炎症反応を認め，回盲部周囲濃瘍の診断で入院．

腹部US，骨盤部CTにて右下腹部に嚢腫状腫瘤を認

めた．保存的加療に反応し腫瘤の縮小と圧痛の改善を

見たため待機手術を施行した．

　開腹所見では，虫垂先端は12．6cmの嚢腫状に緊満，

腫大し腸詰様を呈していた．虫垂粘液嚢腫と診断し回

盲部切除を行った．切除標本では虫垂と盲腸との交通

をわずかに認め，内腔は淡黄乳白色ムチン様の粘稠な

物質で満たされていた．病理組織学的には，悪性所見

は見られず，虫垂粘液嚢腫mucinous　cystadenoma

（Mucocele）と診断された．

　40．当科における内視鏡検査の現状一細径超音波内

視鏡検査所見を中心に一

　　　　（第二外科）　　　　　　　　　今井俊一

　過去5年間に，当科における内視鏡検査件数は下部
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